



























































































































































































































年 2 月から 3 月には第一次台湾議会設置請願書が帝国議会貴衆両院委員会へ提出された












堂は同年 10 月に台湾文化協会［若林 2001:32］を設立し、台湾人の自治権拡大のための民
族運動を進めた。これに対し、辜顕栄は、林らの運動が日本人の反感を招くことを懸念し、
文化協会の勢力を削ぐために台湾公益会［許 1972:221-222］という名の日台融和推進団体












































































































 次に林献堂が伊沢多喜男元総督へ送った書翰を見てみたい。伊沢は大正 13 年 9 月から
大正 15 年 7 月まで台湾総督を務めた。兄の修二は領台初期の有名な学務官僚である。多
喜男は兄の頼みで台湾人学生を東京で教育した経験もあるなど、台湾通の人物であった(10)。























によって下車された」とある。その後の日記には、4 月 27 日までの皇太子の動向が詳細に
記されている。日記からは皇太子への批判は見えず、出迎えの民衆と同様の好意と敬意が
感じられる。 
























持った世代であったということは注目に値する。大正 7 年と昭和 10 年の教育環境を比較
した黄昭堂の研究〔黄 2003:150〕に依れば、大学数は 0 校から 1 校に増えて大学進学者
は 0 名から 114 名へ、中学校数は 4 校から 24 校に増えて中学進学者数は 1,843 名から
























られ、林の援助の下で 1916 年から東京高等師範理科 2 部に入学し、20 年に卒業した。林
献堂が主導した台湾議会請願運動を蔡は支え、日本の有識者の支持獲得に奔走した。戦後
は、中国国民党に加入し、1950 年から 1965 年まで行政院政務委員、65 年以降は総統府






























































































(6) 『後藤新平文書』R84、34-60「諸方来翰 辜顕栄」一通目。 
(7) 同上。 
(8) 『台湾民報』は 1923 年 4 月 15 日に東京で創刊され、1927 年 7 月 16 日に上山総督の
許可によって台湾内で発行されるようになった。石塚総督の時期はまだ週刊だったが、
1932 年 4 月 15 日から日刊紙となった。 
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付記  本稿は、早稲田大学社会科学研究科『ソシオサイエンス』13 号（2007 年 3 月刊
行）に掲載される「台湾人から見た台湾総督府―辜顕栄、林献堂、張麗俊を例とし
て―」を加筆修正したものである。なお、中国語史料の読解および中国語概要訳に
ついては、早稲田大学アジア太平洋研究科博士課程の張碧恵氏のお世話になったこ
とをここに謝して記す。 
 
